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　鰺蝿年のカナダの嚢動車生産台数は約2韓万台で，

重罪第7樹こ位麗している（第i表／。その生産の
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次

舞．現溌緯　カナダ経済に姦める自動車生産

　の地鮫

　i、カナダ4〉脅動毒生産と貿易

　2．自動車産業とオン夕暮オ懸1の地盤

騒．現溌鋤　生産立地の動海

　i．在来乗馬棄メーカー《騒93．Vo舞ol

　2．　トラック専門メーカー

　3．欝韓トランスプラントとその立地

おわ‘ナに

瞬発省（Ml錘s嘗y　o重EεG簸。擁。　Devε沁夢盤魯溢，

Tra6ea磁To麟S溢，露§§／は，瞬辮がig蟹年

で2｛矯万台強と，ドB量g3」の本書楚のある牽：蟹ミシ

ガン州に次ぐ北米第2の生産規穣を持つに至って

いることを報じている（第雄璽）。この臆毒万台と

いう蔑模欝鉢で，置雰7位紅穏蟻している．

　オンタリオ州を中心とするカナダの自動車生産

は，その8害彗が隣国米緩のB量墓3の子会蛙によっ

て据われ，また生産の4分の3が米国麹けである

ことから，米醗との闘係；が密接である。と辱わけ，

ig65年以来の自動率部野饗における米簾縣の霞密貿

易協定が，オンタ1夕方艸ξでの§動車生産の憎み露こ

　　　　　｛》i23嚢簸童墾重。議》

　o魏a船
　　G編。

．諾躍靉靆　＿緬翻、．！

Te難鰯3¢靉靆、　璽盤闘1
簗圭麹　詫朱の甕動華生産台数上種地竣（玉船構
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寄与してお計｝，また鯵総年代以降の暮景企業の進

講もそれに貢蔵している．オンタ1タオの露動1華生

産の増撫は，長きにわたって窃然資源の輸鐵にそ

の経済の主要部分を依証してきたカナダの新たな

基幹的産業離讐として，逓年のカナダの経済成長

を支柱になっている。

　本稿では，オ’ンタ辱方響1を牢篭・とするカナダの

震動事生産の擬溌について，はじめに，カナダの

震動毒産業とその生産撰進の成立の歴史を紹介し，

次いで購産業のカナダ経済に羨める地位を購らか

にする。さらξこ南方ンタ辱方を中心とするカナダ

の自動車産業の生産醗置を，欝8馨年代後睾以降の

艮系企業の進灘の現溌とあわせて報告する。

至．歴 史

　カナダ欝動毒産業の特質についてC輪δos　et

雄．（鐙93，p．捻鐵は次のように蟻的に表現してい

る。響カナダの震動寧工業遊という震い方は誤解

を招く。毎年飼十万台もの鞭勤率がカナダで生産

されるが，それらはアメl／カの大企業が所有する

会社の工場で生産され．癒着は当梅から窺米統合

斎場を形成していた．」この震い方はカナダ震動単

二£業の生産構造の実趨を害い当てている；が，しか

し少なくとも鐙総年の褻動華自由貿易編定の締結

までは，カナダは高麗税による保護政策によって，

鰻定された斎場規摸にもかかわらずアメ琴力大企

業の現地生産を呼び込んでアメ弩力に録して一定

の径虫露盤を維持し，　ま力葺）な惨毒こもrカナダの癖

動車産業」寿ず成立したのであった。

　玉〉薮93の進出呈｝

　翫§3が，今量紀初頭の設立鷺もない時甥に早

くもカナダに進鵠してきた経緯は次のようである。

それは欝艇年のフォードのカナダ子会姓の設立に

さかのぼる．その藩年フ童一鍵破縁，デト澱イト

瞬を挟んで対岸のカナダ霞欝こあるウインザーの羅｝

医者が遜蛙の毒合舞の自動車を購入したのを契機

に，ウインザーに進饑したという．最靭は，テ謄

冒イトの親工場から運んできたシャシーにエンジ

ン，車輪，ボディーを騨ラ付けるだけのゼノック

ダウン［生産を行った。その3年後，卜欝ントの

馬車製造業者C．S．マクラフ1タンが．G璽の麟立者

W．デュラントからビュ一一イックのエンジンの｛翼

給を受けて養動車を生産する擁i利を取得し．ト覆

ント東郊のオシャワに欝動車製造会社を設立した。

しかしこの会社は，デュラントがビューイックを

核1こ数義を麟合してGMを設立した後のi髄8年に

G羅に買駿され，「（｝Mカナダ」となった。さらに

欝25年，　クライスラーがウインザ…にあった嚢動

事製造工場の資産を弓iき継いでカナダ法人を設宣

し，残基3が患そろった。この時までにフ寒一ド

の羅発した§動緩立ラインの妓籍が普及し，カナ

ダの工場でも合わせて年産憩万台を生産するよう

になっていた。

　この鷺．オンタ1タオ磐薦こは欝社もの震動車製造

会社が設立されたが，聾2§年には8つに絨まう，そ

の後鷺もなく，馨塁塞3のほか数企業があるだけに

海法されていった。戦後は，欝欝年代まで籔g3

以外では嘘一St鞭艶碁＆嚢εr老とがオンタ瞬オ湖藝霧蟻の

鉄鑛i都毒ハミルトンで存続していたほか，雄56年

にはジープで有名なアメllカンモ一夕ースが参入

（欝87年にクライスラーに畷毅）し，ig6i年には

歓鰯企業のVolVGがカナダ進農を果した。

　2）薦税政策とカナダ自動車工業

　カナダの震動車工業の生産構造には，騰税政策

が強く影響してお蓄｝，Wllto簸（欝7窃は菱関税が

趨勧率工業を規定してきたのか，欝勧車工業が麗

税政策を媛定したのか」と問うているほどである．

嚢動車生産雛始当初，対米合動事輸入灘税は35懸

であ辱，この保護のもとでカナダの自動車工場は

生産を拡大し続け，欝26年には年産臆万台に達し

た。そしてさらに重要なことは，カナダもその一

員である8r滋強CG搬磁。欝weal癒に帰する特恵関

税法の存在であった。つま酢｝．カナダの対米高縫

税と英遵都特懇縫税が，籏g3をして，完成贔の

対カナダ輸出ではなく，カナダへ工場を進塁させ

るとともに，その進出二£場に対して英連邦諸地域

への輸鐵基地としての役麟を握わさせることにな

った．

　しかしこの高関税は，カナダの捲費煮をしてア
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メ1メカよ讐もカナダの｛藩絡力ず高い丑ことに気づカ・せ

た。ig騰年代，緯車種での露国の懸格差は35％に

も達したという。このため亜§26年，対1米灘税は

27．5％に瞬ぎ下げら義たが，それを埋め合わせる

ため，カナダ政癖は欝動車会；縫に対して特捜減税

を行なった、　これは数多膏の震動寧会社毒こ対’する一

連の特権蕎与の始ま鯵であった。欝36年，関税は

さらに瞬き下げられ，最悪毯の自動車に対して

i7．5％，英連邦に対してはぜPとな警，離晶も一

定のコンテントのもとで無嚢1税とされた。この驚，

第二次大戦と韓鱗戦争をはさんで，軍穣を含めた

車両生産は年々絞長を続けて臆53年には諦万台に

達し，乗霧軍部稽では露§5・蕊両年の37．5万台が

ピークとなった。

　ところが．その後の響動車生産は，簸売台数の

俸びの一方で大縣な減少を続け，瞬時に自動車輪

慮も，輸入台数の大鶴増擁の一方で減少の一途を

たどった．その結果：，震動華の貿易叡1支は灘％の

も入超にまで拡大した。この背景には，疑§3が，

羅大な合策国電場に姥べてはるかに小蔑摸な寮場

を繕象とするカナダ工場の大量生産を維持するた

めに，カナダ工場を銀建された数種類のモデルの

生産に特髭させたことによぎ），弛の多くのモデル

を合衆国や歓州からの輸入に頼ることになり，そ

のためカナダ工場はますます需要の分銘に対旛で

きなくなるという，悪徳環の繰鞭返しがあった。

これはまさに，カナダの「小規摸分工場経済」特

有の事燐であった2｝。

　ともかくも，こうして鯵6奪年曖には，カナダ毒

場の震動車の魂麟が外国産で虐められる状溌とな

鞍，来霞産だけでなく歓鰻車の輸入も多かった。

羅述のV綴VGのカナダ進灘は，このような時莫彗に

対’癒していた。

　31米撫懲動車竃場の統合

　そこでカナダ酸茎膏は，欝62年から窪動事翼連製

品1こ対して25％の輸入濁税をか謬るとともに，輸

餓の増撫を繭援としてその関税分を業者に払い戻

す鰯渡：を実施した、　ところがこれ，が非互恵的な輸

鐵補鋳金にあたるとの轡際約説覇を浴び，米蟹は

GAτTをたてにカナダからの輸入品に鰐する報復

聴視の実施を主張した。こうした申で，景撫は2

羅溺協議に入鐸，欝65年i縫．購緩の察動車貿易

を霧由化する「米撫震動事縫定」（A礎。　Pactlが

結ばれたのである。

　この騰定のエッセンスは，末羅はカナダに対し

て，5§％の蔵米コンテント3｝を条件として栄爵場

への輪換を無縫税とする。一方，カナダ政癖は，

一定の条件募を満たす嚢国海の震動箪企業が購入

する自動車関連製贔の輸入を無縫税とする，とい

うものであった。

　これは結局，カナダの工場が米蟹斎場を得るこ

とで，B纏3が誌米議場全体の串でカナダ工場を

生産特免させてその生産の舞鶴率から解敏させう

るようにするとともに，もっと多種類のモデルが

米蟹から無難税で流入することを容認する中で，

カナダ子会縫製の震動車が認衆統合講場の中でも

境行シェアを維持し両上させていくように，とい

う政策的意醒を含んだものであった。

　実隆，この協定によって麟暮3は，ますます多

様化する溝費考捲海の中でカナダ工場の特化を緩

つた。その結果，景糠鵜の貿易は拡大し，とくに

カナダの舞｝：米輸濃は麟的に増撫することとな聖），

霞密貿易協定の大成功が瞳伝された。この統合に

よってゼカナダの工場はもはや趣餓磁擁寂継では

なく，米国のどこにでもある二紅場と同様の，詫米

工場書手の一つとなった珪（C嚢。透oseta隻．，至9§3〉

のである。

　嚇オイルシ導ック後のカナダ工場の生産絋大5｝

　響知の通垂｝，欝？9年の第二次石麟危機の際の唇

櫨籍格の高騰紅よって，燃料効率の良い外蟹草，

と弓わけ§才華への人気が高ま鞭，騒水車は詫米

竃場になだれをうって参入した。蔵米の羅存目勤

車メーカーは．その生産システムの変革に追られ

ることとなった。また，この墳から濾費者の指海

がライトトラックやミニノくンなどのいわゆるレジ

ャー・ビークルに移行をみせてきた。

　こうした中で，蔵米では舞鶴率なラインのllス

トラが進み，婚齢年に憩あった籏警3とアメ琴海

ンモ一夕ースの総立－場のうち，欝87年までに

鍵が1灘鎖された．このうち，最も厳しい竜機にさ
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らされたクライスラーは，欝87年春こ人気の高いジ

ープを擁するアメ辱カンモータースを買駁し，ウ

ィスコンシン工場を閉鎖してトβント郊外のフ“ラ

マレア工場のミニバン部霧を増強して，嚢産の竜

機を鋭した。

　G蟹は，ig書7年まで生産灘減を行わなかったが，

i盤7・88年にその3至工場のうち，いずれも末羅の

5工場を瞬蕃聾し，G酸の詫米新車南場1こお1ナるシ

ェアを薦％から3§％へ急落させた。その後，ト費

ント東藩外の穫罫最大級といわれるオシャワ工場

を増強させて新たな生産醍置を國つた。

　このように，鯵総年代の構造講整期において，

残§舘ま概してカナダの工場を残存させて来蟹の

工場を麟鎖するケースが多かったといえる。また

とくにカナダ工場は，需要が高まセ〉つつあるライ

トトラック部費を分撫する害彗合が高かった6｝。

　このカナダ・シフトの背後には，カナダにおけ

る健康保険の企業負撫率の安さもあることが捲摘

されてお垂）（褒めe簸stε塗，i鱒2，難．22偽，これ

をC勧δoseta至、（欝§3〉は，ギアメ穫力のオーナ

ーは…カナダの社会麟度や抵賃金をフルに稀駕す

ることによって利益を得た葺と評している．

　騎霞韓トランスプラントの進灘と麹勤車竃場

　　のグ欝一バル化

　地方，今iつの蔵景自動華市場の購造変革であ

る弩本率の輸鐵は．駐米隅の深麟な貿易摩擦をも

たらしたことは周知のことである。その結果とし

て，婚綴年，米議会の罷力によ今8本は「輪講§

主蔑鱗」を強いられた．カナダもまた，饗本に対

して輸醸を欝獲年の騰．7万台から，懲83・84年で

i6．2万台1こ規製する合意を製｝付けた。こうした

率で，蓉本の甕動車舎琶は蔵米での窮地鑑産に講

かうこととなった。

　霞本企業の誌栄進撫の第2の要饗は，貿易黒字

を背景とする欝高の進行である。それ，は，長く続

いてきた醤本妻の懸コスト難を鰻濡しにした．そ

して，欝85年までに蕪本からの輸入箪は北米の麟

車種よりも暮％も高くなった。さらに霞本企業は，

賃金の上昇と韓畿企業の追い一しげにもさらされて

いた。

　こうして，米欝では鯵82年盤層のホンダ・メア

辱一ズビル工場（オハイオ撰／．カナダでは鰺86年

登用の霧ヒくホンダのア弓ストン工場（オンタ縫

方舞・診　を最粥として，i蟹護年までに舞本の§メー

カーのうち8桂の計盤工場が誌米（崇羅とカナダ／

で生産を1講嬉した。このうちカナダにおいて1ま，

3社の3二｝1場がいずれも商才ンタ鞍オに立地して

いるが，地にケベックに韓国の現代が進鐙した

（現在は撤退1．麗連部品二更二場もこれ．に伴って増撫

し，その数は米糠爾蟹でig8§年時点ですでに234凝

を数えている　（蟹塞ぎ醜躍．，欝8鋳。

　こうした中でカナダ政経は関税払い戻し纒度を

掲げて，こうした海外からの進鍛工場，いわ漁る

「トランスプラン碍のカナダヘの誘致を図った。

この優遇鱗痩の縫は，カナダで生産する警動率の

第三醗への輸撮額とカナダ製部品の購入額に癒じ

て関税を払い戻すというものであ鐸，カナダ進串

を図るトランスプラン卦はその生産の多くを対米

輸轟に肉縁ることを念頭に置いているために，カ

ナダ進講にあたってのインセンティブとなった。

　亙§8§年のFTA（米撫倉出貿易協定〉の発動に

よって，窪動車部鴨に譲ったこれらの特磯搭置は

欝96年初までに廃産されることとな弩，かわって

米醒毒場への無縫税アクセスが可能になった。し

かし飽方で，その資格が薄与さ蕊る条件である誌

米コンテントの比率が鷲％から実質弱％へ強化さ

れたことによって，メーカー・部品サプライヤー

の講者が一一体となった現地生産偉麟がますます強

化され，翼本型隻産システムの龍米への移纏が進

むとみられている（灘a建破魔．，欝8麟。

　以上が，鰺鱒年頃までのカナダの鬱勃車産業の

流れである。次に，カナダ経済に霞める欝動華産

業の地建と生産醍置の現況を，統計資料と自動車

工業会の資料で紹会する。そ義は遜時に，生産の

9鶴強が集中する南方ンタ琴オの地位を確認する

ものでもある。
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寿ナダ・オンダリオ薄葬こおける講動車艦業発展の経緯と生産立重逡グ）瑛孝鷺 （3濾§〉

E．現況（i／カナダ経済に占める自動車

　　　　　　生産の地位

　蓋）カナダの欝動牽生産と貿易

　すでにでみたとお許），カナダの濤動箪生産台数

は年産2韓万台の規模にあるが，これを入縫子入墨

た1ヲでみてみると，E董本を綜く主要生塵羅を大き

く上睡る　（第圭衰／ことからも，カナダ経済にお

1ナる雍勤箪生産の重要性の一端毒ご掘握される。

　さらに，カナダ経済における衰動事産業の意義

の大きさは．その輸患指麟の高さからも絶握され

る。第2表は，輸鐵に羨める欝動車の讐合を姥鮫

したものであるが，その輸串依存度は主要生産緩

中最高の塞％紅のぼっている。

　その輸鐵梅子は，いうまでもなく隣接アメ壁力

である。第2麟はラ爽動車および醤部麟の輪鐡入

に占めるアメ辱力の犠合を示しているが，その数

儀はA雛。　P＆ct成立以｛愛から鱒％を超え．欝鱒年

以降では驚｛｝％に近い。また，藻愚の韓1搬入の繧梅

に藁蓑すると，アメ1ナカからの蔀贔輸入は実額で

翰畿の2｛藻こ近い。このことは，アメ瞬力から部

品を輸入し，完成車を輸潰するという構造が成立

していることを蟻的に物語る。

第2表　主要欝の響動棄無門輸欝藪喜率

丁硫ai 》e雛むie　i％to
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艶毎：糧罪鑓勢蟹会（轡形）

箋3袈　製造業⑫後事者数と縷荷額に占める輸送

　　機械製造業の舞禽（C簾おa，o縦欝緋

電臆§

鰺総

手勢3

　　物識欝S　　l　S紙鑢e縫
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胎盤：s捻雛s琶cs　Ca嚢鍵a　C航．3ト2暮3

　2／震動車産業とオンタ1ナオ州の地位

　次に，全製造業に占める輸送機械工業の従業者

および縷荷額のシェアをみる（簗3表／．経本の

i鱒3年における儀は，従業者で8．5％，崖荷額では

蔦．馨％であることを念鎖におくと，カナダのこの

部門への特化の度合いの高さが理解される．岩｝

わけオンタ1タオ聾1おける著しさが分かる。これは，

匿董本に髭べて製造業の多角化が進んでいないこと

の表れであ言〉，震動箪工業への傾斜の大きさがが

歴然としている．

　第4表と第5表は，輸送機械製造業の各業種に

ついて，オンタ解方鱗のカナダ金聾誰こ占める塞合

を健業者数と患蕎額ベースで示したものである。

薦表から，カナダの輸送機械工業は臨動車

（難航orve短clε〉と羅離贔（欝ot蟹ve麺de

瞬rtslへの特化が鑛著であること，また糞動箪と

瞬部品の§欝，蠢動牽部品の濃穂額に至っては鰹

と鮪％がオンタ腰オ奔1に集中していることが確認

される。

　また，オンタ縫方聾馨こおける瞬産業の生産畿荷

額の檸び率（至繋§～総年1をみると（第6表〉，擦

動車部門の濃荷額だけが留．i％という攣撫で突識

している。この難闘の麹懸上昇率は35．縫％と計算

されるため雛，実質成長を遂げたのはこの肖動革

綴立部溝だけということになる。地方，従業者数

ベースでは，裟動車総立部門が微滅，矯蔀品藻響

が微増と，あま壽）変わっていない．

　以上から，オンタ辱オ粥すなわちカナダの肖動

車産業の特徴として，自動箪完絞品繧立への特化

を強めて対米議場への浸透を拡大させつつも，必

ずしも雇灘の増擁にはつながらず，また縫伸すべ

き藻贔工業の成長は議定されている，といった不

釣ぎ）合いな産業構造が，容易に掘握される．

r
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カナダ・オンタ…異才戴こお縁る嚢動車産業発露の経緯と隻産立楚の現溌 （3里7聾

第6表　オンタ1ナオ辮の輸送機械工業の業種男群こみた

　　出荷額と後事者数お変化率（i欝3～§5奪二％〉
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璽．現況②　生産立地の動向

　鱒§6年現在，カナダには，乗羅車生産を行って

いる在来の（欝繍年代の｝ランスプラントの進欝

以前寿・らの〉　メーカーとしては，B量暮3のカナダ

子会樵のほか，Volvo　C＆総δaがあるのみで，飽

にトラックの専門メーカーが3桂ある。そして

欝鴎年代以降，ホンダ，トヨタ，スズキ，韓羅の

現代嚢動車（琵y雛δ3董！がカナダに綴立工場を進

患させた。その立地隷，Vo短。（ノバスコシア撰〉，

現代岩動箪（ケベック州／，Weste螢Star　T綴改

総C州／の3緩を除くすべての継立工場が．ト

Pント蔀潅霞からデ塾欝イト実ま岸のウィンザー毒

までの，わずか鱒縫搬ほどの南オンタ縫方・コナベ

ーション地帯に集串立地している（第3図／。この

立地密渡：は，五臓密度麩体がはるか毒こ高い馨本の

麗東から中京にかけての自動車工業地帯には及ば

ないにしてもSき，糧雰有数の集積地であることは

疑いない。また，臨動車部品の工場の立地も，疑

地域に集中している（簗4穰1。

　各メーカーのプラントの概要は第7表と第8表

に，それらの生産台数とシェアの推移を第5翻に

まとめて示した。以下，各蛙の生産纏縫の機混に

ついて，入手した資麟警》から短き／得る譲ξ）におい

て紹介する。

茎．在来乗羅車メーカー（麟93，V撰VO〉

　i／Gαeral凝otoでs　o｛Ca簸aぬ

緯65年の米撫欝動車協定は，轡界最大の麹動華

メーカーG灘をして，カナダを含めた詫米事場全

体における生産体麟の合理化を薄能にし，その中

でGMカナダは大幅な生産能力の増強を緩ってき

た。境在，G鱗カナダの工場欝は，年産欝§万台の

能力を持つに至ってお警，鐙§5年度には鱒万台を

生産し．カナダの察動事（乗灘車，ライトトラック〉

生産台数の認％を占めた（第5醗／。

　G瓢カナダは，トロント大薬毒饗菜鱗のオシャ

ワ薦に綴立と部品生産を集中させておぎ），そのプ

ラント群は詫米最大の「A磁。　Prex」として知ら

れている。C短vro艶t　L簸搬短a，厳。鑑e　C鍵沁，

β磁。嚢嚢e怠譲，G鍵C（瞬ck噸欝t灘。幻などがこ

こで生産されている．その地，ケベック州のSte．

丁簸鍍ese霧に，需要の縮ノ塾しつつある車種を集約

して生産する補勤プラントを持つ。

　主要蕪品では，ウェランド運漕とナイアがラ瞬

に望む工業都議セン｝キャサ彗ンにエンジンプラ

ントを持ち，全蔵米への僕給基麹とされている。

その勉，ウインザーには，トランスミッションと

ト瞬ムの工場．南嚢オンタリオの中心藻青鸞ンド

ン1こは機麗車や軍驚のディーゼル工場がある。

　　21　C嚢rys垂er　C＆欝最δ＆

　G蟹以上に米触§動単離定と政癒支援の愚意を

受けたのは，クライスラー・カナダであろう、属

協定によって講社は秘めて米蟹斎場への大量輪講

を実現し，ウインザーのプラント群を次々に増強，

欝72年には新しい部贔の蓑大デポをトロント茜透

郊のミシンが市に開設，臆76年にはウインザー薦

のビレットロードにトラック翌二場を新設した。　綴

知のようにこの懸G騒は無理な事業拡張と石瀬危

機への繋癒の遅れから擁産寸前の経営悪化に締る

が，そのカナダ工場の纏持にあたっては多くの政

府支援を受けた棲めe簸sもe塗，i弱2，鞠、22の。

工認3年にはウンザー工場を大改装し，載米で最も

効率化された生産ラインを実現し，前輪駆動ミニ

ワゴンの生産に葉手した。さらに欝87年驚鍔には，

アメ辱カンモータースを合爵して，根強い人気の

ジープや狂＆藤e　Pre顛erを生産するブラマレア

（トヨント護嬬外／工場を傘下に饑え，量産拡大

を緩つた。ウインザー工場でも，P磁解のヴァン

をはじめとするライトトラッタ藻擁の根強い需要

～77一
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寿ナダ・オンタ華オ夷糞こおける弩動車繧業発展の経緯と生産立地の聡警邑 （3i7s〉

に癒えている。鯵92年余らは，装備を更新したブ

ラマレア工場で逢つの乗欝寧種（Co駕皺曲，

藪t欝欝羅，N8w　Y蟹嚢er，臨麟εVlso痴の生産

を醗始，翌欝§3年からフル生産体麟に入って，こ

の都門の生産台数を急壊させている（第5國／。

　3／馬継酸。搬so｛Ca盤ぬ
　トPント茜季韓安藝のオークピル毒筆こ大衆車とトラ

ックのプラントを，Pンドンの欝に隣接するセン

トトーマス薦には，ベーシックカーのCro職

V紀t｛｝rねやMe総雛y醗a驚耀sの生産プラントを持

つ。とくにセントトーマスエ場は，講義の稼ぎ頭

ヂβ欝穣ce簸絶無となっている。

　特徴的なのは部贔藻雛の立地であ琴，エンジン

を中心とする基幹藻晶を．ウインザー毒とそこに

隣接するエセックス舞翼こ集串さゼ’ている。これは．

対岸のデト賞イトから離晶を運んで緩み立てたか

つてのノックダウン生産時代の名残婁｝である。

　むVolvo　c鍛磁叢

　簿§9年7月設立。雄§3』年，ノノ寸スコシア弾1のダ

ートマス．で歓勢1メー元｝一切のヰζ米現ま毯生産を琴鐸始。

欝§5年，本縫機能をトロントに拳多し，翌欝66年に

は工場をノ嘩ファックスへ拡大移転させた。蔵米

毒楊梅けにV緩vo9韓を生産している。

　2．トラック専門メーカー

　　i／F董el油t難er　o｛C麗認a

　韓握土鼓，米国オレゴン奔1のポートランドに本社

をおく賎e3vy｛藤tyt懲。蓑のトップ・メーカーのカ

ナダ子会桂であ詳／，現雀ドイツのメルセデスベン

ツ・グループの傘下にある。i§鍵年までバンクー

バー嬉外のバーナビーにカナダ国病毒場寓けのプ

ラントを持っていたが，鰺§2年i擁，南方ンタ縫

方のセントトーマス1こ工場を移転させた。溝工場

の3分の2は米国斎場癖縫であ弓，カナダ善部露

場に対しては，米覆から供給を受けている。

　　2）論V圭st麗至醜r職給簸alC脚．C3麟a
　糞袋V墨star　　至獄ter醜at量0盤a董社は，　盤e盆vy　　｛童斌ty

t綴改とディーゼルエンジンの轡雰のトップメーカ

ーの亙つで，その鹸身はかのi蹴e灘aもlo澱1

猫rveste蹴である．カナダ工場は，ウィンザー

から茜へ7毒継の小獺毒チャタムに立地している。

　　31Wes｛e盤St簾丁驚。嚢至貧。．

　匿1桂の前身縁，欝67年歩君C州オカナガン海谷

の中老・地ケローナ｝誓で操業を霧彗齢したトラックメ

ーカーであった。欝醗年，カルが鯵一の2つの企

業（翼｛｝v騒Cor茎》，β｛｝v＆r麺。．／が翼駁して購釜

を設立，全羅販売網を確立するとともに，欝83年

には米濁毒場へ進畿した、ig髄年，オーストラ琴

アの持株会桂に売隷され，中南米，環太平洋地域．

中東，アフ華力への進鐡を騒っている。

　　3．β馨トランスプラントとその立地

　　　　（第書表〉

　　i／ホ　ン　ダ

　瞬工場はカナダ最初のトランスプラントで，

鯵8§年紅ホンダの北米3番羅のユニ場として操業を

醗始し，詫栄で人気の高いCl磯。を生産している。

この結果，欝襲年には輸入からすべて現地生産に

騨／替わ鞍，さら1こ歓州へ5万台，嚢本へも2万

台の逆輸綴が実現され．ている。購車種のシェアは

ミニカーの増趨茎で頭事yちだが，C量v紀のシェアだ1ナ

は逆に増糠傾爽にある。そのため．購二｛二場も人気

の高さに支えられて蕎い承準の操業麺率を続経て

お箏，欝欝年秩までには生産台数鍍万台，健業賛

3，§春巻大震模に拡大されることが予定されている。

二藍場のあるア1タストン1ま，　ト冒ントの北蓉7繊醗の

農樽地帯である。

　　2／　トヨタ簑動事

　繕工場は，カナダのハイチク工業地帯の工つで

あるキッテナー・ウ寒心ターノレー都隷縫饗の両部の

農村地帯に位置し，激戦の小型箪議場で人気の高

い力欝一ラを意産している．力賞一うは蔵米小黎

車（董鍛s髭劔勧参糞腸の8～§％を占めるヒット

車種であを），ケンタッキー－場と，蓉鞍MM璽（G

擁・トヨタの合弁〉のフレモント工場（力鯵フ孝

ノレニア〉でも生産されている。属工場は，これら

の三好場ととも1こ，　トヨタの詫景諜罫場F戦略を分撫し

ている。i鱒7年夏までに，年産2§万台，従業員

2，2蓉春人に増強される計露となっている。

　　31CA睡
　ig8§年シ欝ンドン毒東郊のインガソノレにGMと

の合弁で設立。GeGMe之ro，Po鑑ねcF重re鞠，
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GeoTr3c衰er，Sw漉などの人気車種を生産して

いる。北米におけるミニスポーツ窪動毒は．スズ

キのSa鐙綴漆が禿硬をつけたが，CA鱗茎が生産す

る主要車種である丁職ci｛磁／S羅e擬£韓ま．それを

瞬き纒いだものである。　ミニス潔一ツ8万台，

厳et欝Sw董甕鶯万台の生産をめざしている。

　　嘆）　RV駿登δa量

　ホンダのアコードやト3タのカムl／などと義舎

する董oweで翻磁茎εc鍵1こ属するSG簸3taを主力車種

とする韓遜の現代嚢動1華1ま．ライノくル車と闘水準

の装備ながらも低緬格で売讐醸す戦略を展饑して

蔵米斎場に食い込んだ。しかしながら，藪売綴の

弱さから，1毒工場の操業麟率の講ま二は疑問視され

ていた。その不安は的中し，婚襲年以降，講社は

ケベック州8驚盤。蹴で行なっていたカナダでの現

地生産から撤退を余儀なくされている。

　　5〉　トランスプラントグ阿窪地

　これらのトランスプラントの立地については，

大薬毒や號存工業集積地へのアクセスがしゃすい

幹線ノレート濃いを指1海しつつも，大書饗毒と1ま鍾離

をおいた，いわ懸る‘噛ree賞糞継δ沁。謙1醗｝帥を揖

幽するという共選の領海があることが，M濃墨r

et　al．韓988）や貧的e簸stε諭（ig§i〉によって指摘．

されている。これは，殿：存メー寿一が都南部に立

地しているのに対して，難系企業は立地選定にあ

って以下のような点を考癒したためとされる
（殺めe総tel擁，欝9i，鐙、i63～至§5，2灘～2§2）“

①第iに、ジャストインタイムを維持するために

號存濤動毒工業地幣への一定のアクセスの硬があ

ること。㊤その地域的範懸内で，都海部における

強力な労働緩合を悪遊すること，またその裏返し

として，弱wor装綬短ビ（1も懇、鱒．2総）を持って

いる白人を多く雇穰できること．③ルーラルエ辱

アにおける灘地確保や製品醍送コストの簸約，⑧

露治体の優遇施策。

　南オンタ1｝オにおいても，ホンダのア瞬ストン，

トヨタのケンブ1タッジ，CAM茎のインがソルの各

プラントとも1こ亨購成の都海部からは離れたノレー

ラル地域紅立地しておを），こうした額面のあるこ

とカ｛確認．される。

おわ鯵に

　縞馬のところ，選年のカナダ肖動車産業の拡大

は，オイノレショック後の1厳しい国際競争㎜ドで対カ

ナダドル髄格差と物簸や労働コストの安さの補点

を持つカナダの工場が，B茎g3の生産翫置再編策

の中で重要な役塞を握ってその経営改善に率1舞捲

れ．たものと遷解されよう。またその立地パターン

は，米緩の不動率プラントの辱ストラが進む中で，

デト讐イトとトPントを結オ露馨オンタ1タオ都畜軸

沿線に菩窪していたプラント群の生産能力の増強

という形で進んだ。これらによ弩，オンタ1タオ聾1

の震動車生産は，北米統合竃場下で大きな恩恵を

受けてきたといえる。

　しかし，その立地決定の主導権は騒g3の米蟹

親会社にあぎ｝，この繁栄は「今のところ」という

注記付きで理解しておかなければならない。とく

に全米蟹を視黙こおいた斎場統合への動きが摸索

される中で，メキシコが南の自動車基地になるき

ざしがある謝。鯵方で，劾理的佳麗として北米経

済のハートランドの一一角を轟めるという絶対’有稽

グ）立地をもっていることは，オンタ縫方にとって

幸運といえる。また，南場統合によって企業の隣

境を越えた立地戦略は，ますます当該産業部門嶽

有の立地条件にとどまらない桂会環境の比較が縫

心事とされるようになってきた点も，カナダ・オ

ンタ弓オ蝋にとって（今のところの／比較優位条

件である。議場統合下の羅境の持つ意味を考える

上でも，カナダの震動車産業の立地動海には．継

続的な注意を餐、っていきたい。

　　　　　　　　　注
賛以下第3簸までの配達は，主にw搬。葺（難76）

の考響1譲琵こよ　舜つつ，　豆：簸蓬εぎSG簸　（垂§75〉，　C盤06魯s

eta董．（茎鱒3），Mo癬V8短clε醗罎痘ac雄eζs｝

A欝oc巖粧G盤韓§9欝の内容を適1甕補ってまとめ

なおしたものである。なお，米糠鬱勃車協定漿

　（i§§5年藁蓑）　と祭本メーカー進珪雀翼舞（ig馨春年ぞ気痔享

難）頃の状溌に関しては，宮購（欝8鱗にも縫■単

な紹介がある。

2）この点を具体醜に紹介しておくと，自動車産業

の技術的特籔である嵩度に震動化さ義分業銘され
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カナダ・オンタ1｝オ魯銭こお1重る嚢勤玉算藩ミ業発展グ）経緯と主監葦菱二幾地の税暮己 （3i77）

　たf髭産ラインではッ　玉音翼贔を数曙一万奮羅単｛窟で警三る

　という大量焦産と規摸の経済の実現が重要である

　（E獲ers磯，欝75〉のに蝉し，カナダの工場では，

　少ない需要の一芳で末羅霧全量の驚場競争の摩で

　必然銘する頻繁なモデルチェンジをそのまま愛1ナ

　入れると，i工場で多くのモデルに縁癒しなけれ

　ぱならず羊生産が葬勤壕馨こなるというジレンマを

宿命としていた（W懲t盤玉，鯵7揃。絶秀，蓑大な

　蒙瞬毒場にあっては，これを特定のii1場に特免さ

せて分摸することができたのである。，

3）いうまでもなく，「義米コンテント1は，第3

　麟がカナダを対米1輪鐵チャ皐ノレとすることを隣盛二

するものである。

41カナダでの生産簗の藪発議に対する髭率が75％

以一しであること，生産される轟勤箪の琶糠麺纏率

　をi｛壕逢年の水準で継続すること，という条鶴・。こ

れはつま1｝，かナダでの塗産難を販売量以一i二に増

簾させるような企業であることを定めたものであ

　る（E搬er叙難，至｛罪欝⇔

51　本震糞車3よむ虻次鐸葺の霧£述1ま，　至貧緩難stゼy，　Sc鍵盤ce

継透Tec　積機G薯y　Ca難a｛簸　（董§8§｝，蓑亀y　縫鶴舞，

衰曲e醸鎌〔欝盤，脚．223－2鋤，および

Aδa艶s種欝欝　に墓つ杖。

6｝董磁慧str￥，Sc油。ε騰羅丁書。麩麟○慧yCa盤熱

　権鯖霧は，i鱒8年の鶴として，「1橡麺t灘£嚢」

　瞬。駄鞭t搬。髭＋va継臨董重重ytr雛。齢力汀1量蜘

vε嚢沁沁盛　（乗ヌ羅墨蓑十ノ罫鷺！重トラック／慮産の魂董％を

　占めているが，蔵米全体ではこの事後が33％を誘1

めるにすぎないことを書髭擁している．

71縫專瞬勢馨金蝿／9？（表§一越）による。なお，

　米購および経本の瞬期縫の一1二簿率は，それぞれ

鎗．28％．13．82％であった。

8）経本の1’1働車生産7鎗寿台（簿94年）のうち，

広畿のマツダ（82蒼鋤，大薮のダイハツ／麗万

台｝，三菱の承島工場（緯§万台），1達産めノも州工

場縫6万誰嘉を除く約叡蹄万台強力ご，群馬一横浜一

浜松一受難の約萄甑禦にわたるべ痴ト地帯で生産

　されている計算となる。

9）基づいた賓辞は，カナダ企業に絶しては，カナ

　ダ巨1勤率二玉1業会の会疑企業名簿鱗短t曝
Ve簸lc璽e　養董農簸騒｛接ct終ギεギぎ　Assoc至≦蓑褻｝鰹，　ig聾S／　お

　よび連錫政購の調査資料（蝕透雛s重ry，Scl綴£e

a照Te礁灘ologyCa瞼6衰，i§8警／，蓑1系トランス

プラントについては，カナダ蓑1本寂勤車二r二業会

（舞褻鋤εsεA蜜灘磁v登臨醸麗t鞭αぎAssoc．

　C搬膿4漆で入善した文婁資料，醗銭轟動牽の動

　講に1箋してはカナダ産業雀鰍療雛蓑r￥C撮鍛δa）

　震動牽・運輸書藝でグ）嚢暑き聡鮮多によった．

鱒〉メキシコの糞勤皐生産は，鯵蟹多年の8蓼．護寺台か

　ら，欝§§年に1灘溢．i万台と，舞鶴％もの伸びを

　示している，

　　　　　　　　　文献
A磁鵬s，碧．韓鰭3｝1丁姦e翼εw欝ace　OずAt恵盟（藏le

　Tr餓s癖撚ts勧。撮蓬盆ぬ．c醗薦癬鑓＆醗θ辮ゴぐ

　0魏耀〆S老農tls嚢csCa撒熱C撮。至i”1｝鋤，Oct．

　玉鱒3

c嚢磁⑪s，M蟹擁y＆亜｛a灘碗t磁（董鱒3）iCご襯～磁

　欝躍αδ擁」εα｝御舞2ダ．」農謄es　L（｝r雛εr，齢．

　美2§一一董57

E盤理s騰，D．L、1欝欝l　IP辮譲嚢勧解，Lθ‘認癖㍑～翻

　薩ε護雛槻漉麗遵ぎr灘醸厩．盆。綴（職lc　c（織箕。諺

　oず　Ca筋屋｛董a

至舞曲stry，Scl磁£ε撒ポ罫ec醸碗慕yCa照顧（欝欝！

　　翫ε纏ご魏卸魏ぎ凝拶諺ぞ1漏礎鏡ん簸擁躍麗擁2癌一

　醗罐麗／難ぬ瞬ぎ

嫉a董r，F董⇔r羅a＆鞭董鞭y難88｝：騒ε｝ξewGe脅一

　解織轡○｛A難to董鷺（瀬1ε碧ro伽ctl繊IJ饑餓ese

　Tr餓s費絵鑑s　l鴛藩｛）ギ出盛搬εrlc3．ε齢泌雑溺‘（チ欝一

　9耀擁ダ，磁，3轟2■373

葱簸譲styy　（｝｛　Ec（矯（）騰lc　Deve峯倉欝鶴e費t，　Tr段｛墨e　我欝6

　丁魯獣ls餓縫鱒6）！丁醗A嬢（）艶otlve玉磁駿strマl

　T艶C盈sε衰｝r睡vεstl惣奮1簸0撹簾1｛｝．

M艇礁V磯lclε麹捻董搬｛act鷺ギeゼs唱Ass倉clat軸聖篭（i鎗§／

　　蟻ε獄娩r　CO魏夢撮w董）r滅18s、

嚢（穆，ぎ．囎綴）！醗。ε搬Trε磁s　l篶癒εAt齢一

　董η（｝tlVε至難｛：lt茎S重ζV．Ca擁a｛髪懲淺麓CO箕O茎簸IC（｝むse罫ver

　（S糠lstlcsCa茎輔aC齪．至i㈱｝，麹3、i鰍

盆癒e登ste魏，」．凝、（董｛醗／IT魏。雛魏薄簸9弩s－

　A滋。夏賊藏rぎ、長綴t豊磁9ε

黛礫tO盤，　董〉、（欝76）：A葺　Ec醗欝欝圭。　A鼓我互ys至s　o董

　t鼓εCa盤6a－U譲e塵St我毛esA礁鱗otlve触総e

　脱酸】丁碁e飲stseve盤￥e盆rs．Eco獅擁cC綴一

　轟C至10｛C盆驚a感a

宮燐泰夫（姫8象1嶽ナダの一1二業飽とll・米藝1動寧工

　業跨展醗，瞬著「欝際工業醗談論ll二1」瀞．至難～

　工i3
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（3i7き）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癌島大学舞整域毒茸究　　第9巻　　第3／4選蚤　　墨998、3

　　　殺ece鍵艶v蜘鱗e綻3麟Pぎese撹S重織at沁簸。｛Ca登3醜登A就倉灘otlve甑融s頓εsl

　　　　　　　　　　　w漉s夢ec13董Att膿繍tGS倉簸t飯e驚。漁r給嚢eg量。登．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TAKA蕪O　T臨機嵐。
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